
●
は
じ
め
に

本
稿
は
、
日
中
貿
易
で
大
き
な
シ
ェ
ア
を
占
め

る
主
要
産
業
の
う
ち
五
産
業
を
と
り
あ
げ
、
日
中

間
で
ど
の
よ
う
な
競
合
と
補
完
の
関
係
に
あ
る
か

を
明
ら
か
に
し
、
日
中
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
で
き
た
場
合
、

こ
れ
ら
産
業
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
か
を

定
性
的
に
分
析
し
て
い
る
。
特
に
、
重
要
な
素
材

産
業
で
あ
る
鉄
鋼
業
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
業
界

の
見
解
を
含
め
詳
し
く
分
析
し
て
い
る
。

●
主
要
四
産
業
に
み
る
日
中
の
分
業
関

係日
中
貿
易
を
主
要
品
目
別
に
見
る
と
、
衣
類
お

よ
び
同
付
属
品
、
履
物
、
玩
具
・
運
動
用
品
な
ど

軽
工
業
品
で
は
日
本
が
一
方
的
に
輸
入
を
行
っ
て

い
る
が
、
自
動
車
や
建
設
機
械
、
鉄
鋼
や
化
学
品
、

建
設
機
械
な
ど
で
は
日
本
側
の
輸
出
超
過
と
な
っ

て
い
る
（
表
１
）。一
方
、
電
機
電
子
、
一
般
機
械
、

鉄
鋼
製
品
な
ど
で
は
一
方
的
な
輸
出
超
過
や
輸
入

超
過
で
は
な
く
、
か
つ
、
輸
出
入
と
も
大
き
な
金

額
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
労
働
集
約
型

製
品
で
中
国
が
強
い
競
争
力
を
持
ち
、
素
材
な
ど

資
本
集
約
型
製
品
と
機
械
な
ど
技
術
集
約
型
製
品

で
は
日
本
が
競
争
力
を
持
っ
て
い
る
が
、
電
機
電

子
な
ど
の
よ
う
に
中
国
の
競
争
力
が
強
く
な
り
、

産
業
内
貿
易
が
行
わ
れ
て
い
る
品
目
が
増
加
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

し
か
し
、
電
機
電
子
に
は
テ
レ
ビ
な
ど
家
電
製

品
か
ら
半
導
体
な
ど
電
子
部
品
ま
で
多
く
の
品
目

が
含
ま
れ
て
お
り
、
実
態
を
つ
か
む
た
め
に
は
、

よ
り
詳
細
な
貿
易
統
計
（
Ｈ
Ｓ
四
桁
お
よ
び
六

桁
）
を
利
用
し
、
中
国
市
場
で
の
競
合
状
況
も
調

査
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
本
節
で
は
、

主
要
四
産
業
を
対
象
に
そ
の
主
要
製
品
を
と
り
あ

げ
日
中
貿
易
、
日
本
企
業
の
投
資
、
中
国
市
場
で

の
競
合
状
況
な
ど
実
態
調
査
の
結
果
を
参
考
に
日

中
間
の
分
業
関
係
の
特
徴
を
以
下
に
整
理
し
て
み

た
。①

電
機
電
子

電
機
電
子
は
日
本
の
対
中
輸
出
の
三
○
・
六
％
、

輸
入
の
三
二
・
五
％（
二
○
○
六
年
、
以
下
同
じ
）

を
占
め
る
最
大
の
貿
易
品
目
で
あ
る
。
日
本
の
競

争
力
が
強
い
の
は
集
積
回
路
、
半
導
体
デ
バ
イ
ス
、

液
晶
デ
バ
イ
ス
、
中
国
の
競
争
力
が
強
い
の
は
洗

濯
機
、
エ
ア
コ
ン
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
・
関
連
部

品
で
あ
り
、
事
務
機
部
品
、
Ａ
Ｖ
機
器
部
品
で
は

産
業
内
貿
易
が
行
わ
れ
て
い
る
。
日
本
は
産
業
用

機
器
や
電
子
部
品
な
ど
資
本
・
技
術
集
約
的
品
目

を
生
産
し
、
中
国
は
パ
ソ
コ
ン
と
周
辺
機
器
な
ど

の
事
務
機
器
や
Ａ
Ｖ
機
器
な
ど
労
働
集
約
的
品
目

を
生
産
す
る
と
い
う
補
完
関
係
に
あ
る
。

中
国
の
関
税
率
は
電
子
製
品
の
場
合
、
大
半
が

撤
廃
あ
る
い
は
低
率
で
あ
り
、
高
関
税
率
が
残
る

家
電
製
品
は
現
地
生
産
が
進
ん
で
い
る
た
め
、
Ｆ

Ｔ
Ａ
の
影
響
は
限
定
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
地

生
産
を
行
っ
て
い
る
日
本
企
業
で
は
、
競
合
国
の

Ｆ
Ｔ
Ａ
が
先
行
す
る
と
影
響
は
避
け
ら
れ
な
い
と

い
う
見
方
が
多
い
。
日
本
の
競
合
国
・
地
域
は
、

韓
国
、
台
湾
、
ド
イ
ツ
、
米
国
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
な

ど
で
あ
る
。

②
輸
送
機
械

対
中
貿
易
に
占
め
る
輸
送
機
械
の
シ
ェ
ア
は
、

輸
出
が
五
・
三
％
、
輸
入
が
一
・
六
％
と
小
さ
い

が
、
日
本
企
業
の
現
地
生
産
の
本
格
化
に
よ
り
貿

易
額
は
増
加
し
て
い
る
。
日
本
が
大
幅
な
輸
出
超

過
に
あ
り
、
自
動
車
お
よ
び
自
動
車
部
品
は
日
本

の
競
争
力
が
圧
倒
的
に
強
く
、
高
級
車
な
ど
乗
用

車
の
輸
出
が
増
加
し
て
い
る
。
一
方
、
オ
ー
ト
バ

イ
お
よ
び
自
転
車
は
中
国
の
競
争
力
が
圧
倒
的
に

強
い
。
た
だ
し
、
自
動
車
部
品
は
輸
入
が
増
加
し

て
い
る
。
日
本
の
自
動
車
メ
ー
カ
ー
は
販
売
市
場

主
要
産
業
に
み
る
日
中
間
の
競
合
と
補
完
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で
生
産
す
る
と
い
う
ポ
リ
シ
ー
を
持
ち
、
中
国
で

の
現
地
生
産
を
開
始
・
拡
大
し
て
お
り
、
部
品
メ

ー
カ
ー
が
相
次
い
で
進
出
し
て
い
る
。

現
地
生
産
を
進
め
る
動
き
は
不
変
で
あ
り
、
Ｆ

Ｔ
Ａ
が
で
き
て
も
日
本
か
ら
の
輸
出
に
切
り
替
え

る
こ
と
は
な
い
。
た
だ
し
、
中
国
で
量
産
効
果
が

期
待
で
き
な
い
車
種
や
部
品
は
日
本
か
ら
の
輸
出

が
拡
大
す
る
余
地
が
あ
る
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
で
関
税

率
は
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
る
が
依
然
と
し
て
高
い

水
準
で
あ
り
、
出
資
比
率
規
制
、
合
弁
会
社
数
規

制
、
生
産
モ
デ
ル
規
制
な
ど
多
く
の
投
資
規
制
や

ビ
ジ
ネ
ス
上
の
障
害
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

③
工
作
機
械

金
属
加
工
を
中
心
と
す
る
工
作
機
械
は
日
本
の

輸
出
超
過
で
あ
り
、
日
本
が
強
い
競
争
力
を
持
っ

て
い
る
。
中
国
の
対
日
輸
出
が
比
較
的
多
い
の
は

金
型
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
型
機
で
あ
り
、
低
価
格

帯
製
品
の
生
産
拠
点
が
中
国
に
移
転
し
た
た
め
で

あ
る
。
金
属
加
工
機
械
は
、
中
国
国
内
生
産
が
需

要
に
追
い
つ
か
ず
、
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
。
中

国
製
品
の
強
さ
は
低
価
格
と
迅
速
な
修
理
に
あ
る

が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に
よ
り
数
値
指
令
・
制
御

を
行
う
Ｎ
Ｃ
（
ニ
ュ
ー
メ
リ
カ
ル
・
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
）
化
が
遅
れ
て
お
り
、
基
幹
部
品
を
輸
入
に
依

存
す
る
と
い
う
弱
さ
が
あ
る
。

中
国
企
業
が
力
を
つ
け
る
の
に
従
い
、
価
格
が

重
要
な
フ
ァ
ク
タ
ー
と
な
る
た
め
、
競
合
国
が
Ｆ

Ｔ
Ａ
で
先
行
す
る
と
日
本
企
業
へ
の
影
響
は
避
け

ら
れ
な
い
。
日
本
の
競
合
国
・
地
域
は
、
台
湾
、

ド
イ
ツ
、
韓
国
、
米
国
、
イ
タ
リ
ア
、
ス
イ
ス
な

ど
で
あ
る
。

④
化
学
品

化
学
品
は
、
日
本
の
対
中
輸
出
の
一
○
・
五
％
、

輸
入
の
三
・
四
％
を
占
め
て
お
り
、
無
機
化
学
品

以
外
は
日
本
の
輸
出
超
過
で
あ
る
。
輸
出
は
、
電

機
電
子
や
自
動
車
産
業
で
使
用
さ
れ
る
樹
脂
が
中

心
で
あ
り
、
輸
入
は
包
装
用
や
家
庭
用
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
製
品
が
中
心
で
あ
る
。
機
能
性
樹
脂
は
ユ

ー
ザ
ー
と
の
擦
り
合
わ
せ
が
重
要
な
た
め
、
ユ
ー

ザ
ー
は
同
一
国
メ
ー
カ
ー
に
な
る
傾
向
が
あ
り
、

中
国
市
場
は
競
合
よ
り
も
棲
み
分
け
る
状
況
と
な

っ
て
い
る
。

化
学
品
で
は
、
中
国
企
業
に
よ
る
ア
ン
チ
・
ダ

ン
ピ
ン
グ
提
訴
が
増
加
し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に

は
、
旧
式
設
備
で
非
効
率
生
産
を
行
っ
て
い
る
中

国
メ
ー
カ
ー
の
保
護
、
外
資
企
業
の
対
中
投
資
の

促
進
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

●
鉄
鋼
業

鉄
鋼
業
は
自
動
車
産
業
を
は
じ
め
と
す
る
多
様

な
工
業
に
素
材
を
提
供
す
る
。
ま
た
、
世
界
有
数

の
粗
鋼
生
産
量
を
誇
る
日
中
両
国
間
の
鉄
鋼
貿
易

に
は
分
業
の
様
子
が
際
立
っ
て
い
る
。

日
本
も
中
国
も
、
粗
鋼
生
産
量
に
お
い
て
は
世

界
有
数
の
存
在
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
中
国
の
生

産
量
は
日
本
の
倍
以
上
で
あ
る
。
関
税
率
も
中
国

の
方
が
高
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
中
間
の
鉄

鋼
貿
易
は
日
本
の
大
幅
な
輸
出
超
過
と
な
っ
て
い

る
。
鉄
鋼
業
の
貿
易
は
Ｈ
Ｓ
コ
ー
ド
七
二
類
の

「
鉄
鋼
」
と
七
三
類
の
「
鉄
鋼
製
品
」
に
分
か
れ
、

前
者
が
不
均
衡
の
原
因
で
あ
る
（
図
１
）。

な
ぜ
そ
う
な
る
の
か
。「
鉄
鋼
」
の
中
身
を
み

る
と
、
日
本
か
ら
の
輸
出
は
八
割
が
フ
ラ
ッ
ト
ロ

ー
ル
（
鋼
板
）
で
あ
る
。
逆
に
中
国
か
ら
の
輸
出

は
、
フ
ェ
ロ
ア
ロ
イ
や
銑
鉄
と
い
っ
た
原
料
に
近

い
も
の
で
八
割
を
超
え
る
。
家
電
や
自
動
車
な
ど
、

中
国
に
進
出
し
た
日
系
製
造
業
の
鉄
鋼
に
対
す
る

要
求
水
準
は
極
め
て
高
い
。
加
工
が
容
易
で
あ
り

な
が
ら
高
い
耐
久
性
を
兼
ね
備
え
る
日
本
製
鋼
板

を
輸
入
せ
ざ
る
を
得
な
い
現
状
が
そ
こ
に
あ
る
。

両
国
の
鉄
鋼
業
界
を
み
わ
た
す
と
、
日
本
の
鉄

鋼
メ
ー
カ
ー
は
長
期
に
わ
た
り
リ
ス
ト
ラ
を
続
け

て
き
た
。
近
年
は
業
績
も
好
調
で
あ
る
。
だ
が
、

対
中
投
資
に
対
し
て
は
慎
重
な
姿
勢
を
崩
し
て
い

な
い
。
日
本
の
鉄
鋼
業
の
対
中
進
出
に
つ
い
て
見

輸出 輸入 収支

電機電子 28,395 38,503 -10,108

輸送機械 4,928 1,886 3,042

一般機械 18,928 20,739 -1,811

（工作機械） 1,901 206 1,695

（建設機械） 446 17 429

鉄鋼 7,821 3,764 4,057

化学 9,791 4,020 5,771

繊維 1,491 18,782 -17,291

食品 456 8,577 -8,121

履物 14 2,678 -2,664

玩具・運動用品 166 4,568 -4,402

総額 92,746 118,338 25,592

表１　日本の主要品目対中貿易額（2006 年）� （単位：100 万ドル）

（出所）World Trade Atlas（原データは日本の通関統計）.
（注）電機電子は電気機械（HS85）にエアコン、洗濯機、冷蔵庫、コンピューター・関連部品、

事務機部品、液晶デバイスを合計している。一般機械の金額は、エアコン、洗濯機、冷蔵庫、
コンピューター・関連部品、事務機部品、工作機械、建設機械を含む。
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る
と
、
大
手
メ
ー
カ
ー
に
よ
る
中
国
で
の
高
炉
建

設
は
事
業
性
の
検
討
に
と
ど
ま
り
、
中
国
で
の
事

業
は
川
下
工
程
に
関
す
る
合
弁
事
業
の
み
と
い
っ

て
よ
い
。
川
上
の
加
工
度
の
低
い
製
品
に
つ
い
て

は
、
中
国
の
生
産
能
力
に
余
裕
が
あ
る
。
中
国
は
、

鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
の
生
産
能
力
こ
そ
急
拡
大
を
続
け

て
い
る
も
の
の
、
製
品
の
質
に
は
ま
だ
ま
だ
向
上

の
余
地
が
あ
る
。
メ
ー
カ
ー
別
の
粗
鋼
生
産
シ
ェ

ア
を
み
て
も
、
日
本
が
上
位
四
社
で
七
割
を
超
え

る
の
に
対
し
、
中
国
の
場
合
最
大
の
宝
山
鋼
鉄
で

す
ら
一
割
に
満
た
な
い
。
企
業
の
集
約
が
な
お
も

大
き
な
課
題
で
あ
る
。

経
済
連
携
上
の
論
点
と
し
て
は
ど
の
よ
う
な
点

が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。
関
税
率
に
つ
い
て
は
、

中
国
の
税
率
は
相
対
的
に
高
く
、
引
き
下
げ
は
貿

易
促
進
的
で
あ
る
と
は
思
う
が
、
そ
も
そ
も
中
国

で
製
造
す
る
こ
と
の
難
し
い
製
品
を
日
本
か
ら
輸

出
し
て
き
た
の
で
あ
り
、
関
税
率
の
引
き
下
げ
が

ど
れ
ほ
ど
の
輸
出
拡
大
に
結
び
つ
く
か
は
疑
問
で

あ
る
。
投
資
に
つ
い
て
は
、
中
国
政
府
が
自
国
の

鉄
鋼
産
業
に
関
し
外
資
規
制
を
打
ち
出
し
て
お
り
、

そ
の
運
用
が
注
目
さ
れ
る
。
高
炉
建
設
ま
で
想
定

す
る
と
投
資
額
が
大
き
く
、
需
要
を
見
誤
れ
ば
損

失
も
大
き
い
。
中
国
の
高
成
長
が
長
期
的
に
続
く

の
か
、
中
国
メ
ー
カ
ー
の
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
が
ど

の
程
度
進
む
の
か
な
ど
を
総
合
的
に
考
え
る
と
、

投
資
の
意
思
決
定
は
簡
単
で
は
な
い
。
鉄
鋼
業
は
、

小
回
り
は
効
か
な
い
業
種
な
の
で
あ
る
。

●
日
本
が
強
い
品
目
は
何
か

中
国
が
強
い
産
業
、
競
合
し
て
い
る
産
業
で
も
、

製
品
別
に
み
る
と
日
本
が
強
い
競
争
力
を
維
持
し

て
い
る
製
品
は
多
い
。
日
本
製
品
が
競
争
力
を
持

っ
て
い
る
分
野
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
ま
と
め
る

と
、「
部
品
」、「
素
材
」
で
か
つ
「
高
品
質
品
」、

「
高
精
度
・
高
技
術
品
・
高
機
能
品
」
で
あ
り
、

同
じ
産
業
、
同
じ
品
目
で
も
中
国
品
と
相
互
補
完

関
係
が
成
立
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
衣
類
は
中

国
が
圧
倒
的
に
強
い
が
、
繊
維
材
料
で
は
日
本
が

競
争
力
を
維
持
し
て
い
る
。

次
に
、
高
い
技
術
力
が
要
求
さ
れ
る
製
品
、
部

品
点
数
の
多
い
製
品
は
日
本
が
強
い
。
輸
送
機
械

で
は
、
乗
用
車
は
日
本
が
圧
倒
的
に
強
く
、
オ
ー

ト
バ
イ
、
自
転
車
は
中
国
が
強
い
。
オ
ー
ト
バ
イ

の
部
品
点
数
は
一
○
○
○
か
ら
二
○
○
○
、
自
動

車
は
二
万
か
ら
三
万
で
あ
る
。
部
品
点
数
が
少
な

い
こ
と
は
モ
ジ
ュ
ラ
ー
化
が
進
展
し
て
い
る
こ
と

を
示
す
（
参
考
文
献
①
）。

電
機
電
子
製
品
で
は
、
完
成
品
は
中
国
が
強
く
、

部
品
は
日
本
が
強
い
。
テ
レ
ビ
、
洗
濯
機
、
エ
ア

コ
ン
な
ど
は
中
国
が
圧
倒
的
に
強
い
が
、
集
積
回

路
、
半
導
体
デ
バ
イ
ス
、
コ
ン
デ
ン
サ
ー
、
液
晶

デ
バ
イ
ス
な
ど
は
日
本
が
強
い
。
ま
た
、
汎
用
的

な
量
産
品
、
民
生
用
は
中
国
が
強
く
、
高
精
度
を

要
求
さ
れ
る
製
品
、
非
汎
用
品
、
産
業
用
は
日
本

が
強
い
。

素
材
に
つ
い
て
み
る
と
、
鉄
鋼
製
品
で
は
、
家

庭
用
品
や
窓
枠
な
ど
の
構
造
物
・
部
分
品
は
中
国

が
強
く
、
自
動
車
用
の
高
級
鋼
板
な
ど
は
日
本
が

強
い
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
は
、
家
庭
用
品
や
運
搬

用
・
包
装
用
製
品
は
中
国
が
強
く
、
Ｉ
Ｔ
用
や
自

動
車
用
の
樹
脂
は
日
本
が
強
い
。
繊
維
で
は
高
機
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（出所）World Trade Atlas より作成。
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能
繊
維
で
日
本
の
競
争
力
は
非
常
に
強
い
。
化
学

品
で
は
、
ユ
ー
ザ
ー
の
ス
ペ
ッ
ク
と
の
擦
り
合
わ

せ
が
必
要
な
製
品
は
、
日
本
が
競
争
力
を
持
っ
て

い
る
。
機
能
性
樹
脂
で
は
、
日
系
の
自
動
車
や
電

機
電
子
メ
ー
カ
ー
に
対
し
て
供
給
が
で
き
る
の
は

日
本
企
業
で
あ
る
。

家
電
や
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
が
示
す
よ
う
に
、
中

国
で
は
外
資
が
優
位
だ
っ
た
産
業
で
も
中
国
企
業

の
参
入
と
過
当
競
争
に
よ
り
価
格
競
争
が
始
ま
り
、

「
収
益
な
き
大
市
場
」
に
化
し
て
し
ま
う
歴
史
が

あ
る
。
分
業
関
係
は
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
も
の
で
あ

り
、
日
本
企
業
が
強
い
競
争
力
を
持
っ
て
い
る

「
完
成
品
」
で
あ
る
自
動
車
、
工
作
機
械
、
建
設

機
械
な
ど
で
も
中
国
市
場
で
は
地
場
企
業
が
優
位

に
な
る
可
能
性
は
あ
る
と
み
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、「
組
立
て
」
で
は
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
で

き
て
も
、
高
い
技
術
力
や
研
究
開
発
能
力
を
ベ
ー

ス
と
す
る
高
い
品
質
の
基
幹
部
品
や
素
材
の
製
造

は
日
本
企
業
が
競
争
力
を
維
持
で
き
る
こ
と
を
上

記
の
結
果
は
示
唆
し
て
い
る
。

●
日
本
の
産
業
と
日
中
Ｆ
Ｔ
Ａ

日
本
企
業
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
へ
の
見
方
を
含
め
、
主
要

製
造
業
の
日
中
間
の
分
業
調
査
の
結
果
は
次
の
よ

う
に
整
理
で
き
る
。

①
日
本
の
関
税
は
繊
維
や
食
品
を
除
き
撤
廃
あ

る
い
は
低
率
と
な
っ
て
い
る
が
、
中
国
の
関
税
水

準
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
よ
る
引
き
下
げ
後
も
高
く
、

関
税
撤
廃
は
日
本
企
業
に
よ
り
多
く
の
メ
リ
ッ
ト

を
も
た
ら
す
。

②
日
本
企
業
は
依
然
と
し
て
中
国
で
多
く
の
投

資
環
境
上
の
問
題
に
直
面
し
て
お
り
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
に

よ
り
こ
う
し
た
問
題
の
解
決
を
期
待
す
る
意
見
が

多
い
。

③
電
子
部
品
な
ど
両
国
で
関
税
が
撤
廃
さ
れ
て

い
る
品
目
や
委
託
加
工
貿
易
な
ど
に
よ
り
実
行
上

無
税
と
な
っ
て
い
る
品
目
も
多
く
、
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
影

響
を
受
け
な
い
産
業
も
多
い
。

④
繊
維
や
食
品
な
ど
日
本
の
関
税
率
が
比
較
的

高
く
、
中
国
の
競
争
力
が
極
め
て
強
い
品
目
は
日

本
の
産
業
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

⑤
中
国
の
関
税
率
が
高
く
て
も
技
術
水
準
の
違

い
、
中
国
の
旺
盛
な
需
要
か
ら
日
本
の
一
方
的
な

輸
出
超
過
に
な
っ
て
い
る
産
業
・
品
目
も
多
い
。

こ
う
し
た
品
目
は
Ｆ
Ｔ
Ａ
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず

競
争
力
を
持
っ
て
い
る
が
、
競
合
国
が
Ｆ
Ｔ
Ａ
を

締
結
す
る
と
不
利
に
な
る
。

⑥
中
国
側
の
関
税
率
が
高
く
て
も
現
地
生
産
が

中
心
と
な
っ
て
い
る
産
業
・
品
目
も
多
い
。
こ
う

し
た
場
合
は
、
日
本
か
ら
部
品
・
素
材
が
輸
出
さ

れ
て
い
れ
ば
Ｆ
Ｔ
Ａ
は
コ
ス
ト
削
減
に
役
立
つ
。

⑦
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
お
け
る
よ
う
に
日
本
品
が
圧

倒
的
に
高
い
シ
ェ
ア
を
持
っ
て
い
る
産
業
・
製
品

は
中
国
で
は
な
く
、
日
本
が
中
国
品
に
対
し
て
競

争
力
を
持
っ
て
い
る
品
目
で
も
他
国
製
品
と
の
競

争
が
激
し
い
。

⑧
商
用
ビ
ザ
規
制
の
緩
和
を
求
め
る
企
業
が
多

い
。こ

の
よ
う
に
、
日
本
の
産
業
界
は
全
体
と
し
て

は
日
中
Ｆ
Ｔ
Ａ
が
望
ま
し
い
と
し
て
お
り
、
投
資

ル
ー
ル
整
備
や
知
的
財
産
権
の
保
護
な
ど
ビ
ジ
ネ

ス
環
境
の
改
善
へ
の
期
待
も
大
き
い
。

日
本
が
中
国
市
場
で
競
合
し
て
い
る
国
が
中
国

と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
を
先
に
結
ぶ
と
、
メ
キ
シ
コ
で
日
本

の
産
業
が
経
験
し
た
よ
う
に
市
場
を
失
う
可
能
性

が
あ
る
。
中
国
で
競
争
力
を
持
つ
日
本
企
業
で
も

そ
う
し
た
懸
念
が
強
い
。
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
に
よ
り
関

税
水
準
は
低
下
し
て
い
る
が
、
自
動
車
や
家
電
な

ど
高
い
関
税
が
残
る
品
目
は
多
く
、
貿
易
転
換
効

果
の
た
め
日
本
か
ら
の
輸
出
は
不
利
に
な
る
。
日

本
の
企
業
・
産
業
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
競
争
を
勝
ち

抜
き
、
成
長
を
持
続
す
る
た
め
に
は
、
中
国
市
場

の
活
用
は
不
可
欠
で
あ
り
、
中
国
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
で

競
合
国
に
先
ん
じ
ら
れ
る
こ
と
は
、
中
国
活
用
戦

略
に
大
き
な
マ
イ
ナ
ス
と
な
ろ
う
。

（ 

い
し
か
わ　

こ
う
い
ち
／
亜
細
亜
大
学
ア
ジ

ア
研
究
所
教
授
、
は
こ
ざ
き　

だ
い
／
日
本

貿
易
振
興
機
構
海
外
調
査
部
中
国
北
ア
ジ
ア

課
課
長
代
理
）

《
参
考
文
献
》

①
伊
藤
薫
「
中
国
産
業
の
ア
ー
キ
テ
ク
チ
ュ
ア
特

性
と
わ
が
国
空
洞
化
論
の
関
係
」
藤
本
隆
宏
・

新
宅
純
二
郎
編
『
中
国
製
造
業
の
ア
ー
キ
テ
ク

チ
ュ
ア
分
析
』
東
洋
経
済
新
報
社
、
二
○
○
五

年
。

［
付
記
］
本
稿
で
は
、
建
設
機
械
、
繊
維
、
食
品

の
三
産
業
は
紙
幅
の
都
合
で
割
愛
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
三
産
業
を
含
む
詳
細
な
分
析
に
つ
い
て

は
、
玉
村
千
治
編
『
東
ア
ジ
ア
Ｆ
Ｔ
Ａ
と
日
中

貿
易
』
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
二
○
○
七
年
、

第
三
章
お
よ
び
第
四
章
を
参
照
願
い
た
い
。

特集／東アジアFTAの進捗と日中貿易自由化の行方
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